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1 年生は外回りを、2 年生は

会場内を、学校用務員の坂田

さんが手塩にかけて育てた花

で明るく華やかに彩るぞ！

いつも元気で明るい姿が印象的

だった先輩たち、これまでいろい

ろな場面で助けてくれた先輩た

ち、明日で卒業すると思うと寂し

いけど、みんなで明るく元気に送

り出そう！
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３
月
は
中
学
校
と
小
学
校

の
卒
業
式
が
あ
り
ま
し
た
︒

保
護
者
や
先
生
方
︑
地
域
の

人
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と

同
級
生
と
の
色
々
な
思
い
出

を
語
っ
た
卒
業
生
の
答
辞
は

心
温
ま
り
感
動
し
ま
し
た
︒

４
月
に
は
入
学
式
が
あ
り
︑

可
愛
い
一
年
生
が
夢
を
膨
ら

ま
せ
て
入
っ
て
き
ま
し
た
︒

こ
れ
か
ら
︑
こ
の
子
た
ち
が
︑

多
く
の
事
を
体
験
し
︑
多
く

の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る

環
境
を
︑
地
域
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
︑
創
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
︒
３

月
議
会
で
６
年
度
予
算
を
議

決
し
ま
し
た
︒
新
富
町
が
一

歩
一
歩
前
進
す
る
た
め
の
予

算
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
︒
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● 表紙 ｢令和５年度卒業証書授与式 ｣
●  定例会報告①（令和６年度予算）
● 一般質問（７人が登壇）
● 定例会報告②（令和５年度補正予算）
● 議案等の審議結果
● 行政調査報告
● 特集：議員と語ろう会
● ピックアップ（式典の裏側）
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令和6年度事業
※主な取り組み事業一覧

国民健康保険特別会計予算　※前年比１２．０４％増
２１億７，４０４万７千円

介護保険特別会計予算（保健事業勘定）予算　※前年比０．２７％減
１６億３，５００万８千円

介護保険特別会計予算（介護サービス事業勘定）予算　※前年比１，１５３万４千円増
１，６９１万７千円

後期高齢者医療特別会計予算　※前年比４．１６％増
４億８，９７２万５千円

土地取得特別会計予算
２億４，７１５万１千円

水道事業会計予算（収益的収入及び支出の予定額）
収入３億１，９５６万円　支出３億１，０４６万８千円

136億 3,736万円 ※対前年比４．４％増

① 総務費
42%

② 民生費
24%

歳出
③ 衛生費

6%

④ 農林水産業費
7%

⑤ 商工費
1%

⑥ 土木費
6%

⑦ 消防費
2% ⑧ 教育費

6%

⑨ 公債費
5%

⑩ その他
1%

歳入
② 地方交付税

17%

③  国庫支出金
16%

④ 寄付金
13%

⑤ 繰越金
25%

⑥ 地方消費税
交付金3%

⑦ 国有提供施設等
所在市町村助成交付金

2%

⑧ 県支出金
6% ① 町税

11%

⑨ 町債
2%　

⑩ 地方譲与税
1%

⑪ その他
4%

コミュニティバス
購入事業（継続）

EVバス購入費用 外構工事費

測量設計業務委託 国スポに向けた改修工事

敷地内コンテナ施設整備のための補助金

29，214千円

三納代北地区直売所
建設事業（継続）

3億66，300千円

富田浜緊急避難施設
整備事業（新規）
15，050千円

富田浜公園
改修事業（新規）

１億25，700千円

新富町チャレンジフィールド
整備事業（新規） 
7，705千円

スマートICほか 7路線の
整備・改良事業（継続）

1億73，744千円

令和６年新富町議会３月定例会報告①令和６年新富町議会３月定例会報告①
令和6年度一般会計予算を可決

令和6年度特別会計予算を可決

新富町の令和６年度一般会計予算は136億3,736万円で、前年度比4.4%増。歳入では町税等が64億3,692万円で、対前
年度比5.3%増の47.2%を占め、特定財源も 72億4,400万円で増加している。歳入は寄附金の減少を見込み、歳出は義務
的経費、行政経費が増加している。取り組み事業では洪水対策や健康福祉、教育などに予算が計上された。水道事業予算で
は、配水管及び施設改修の費用が計上された。今後、配水管や施設等の耐震化に向け一ツ瀬川営農飲雑用水広域水道企業
団との経営統合も視野に入れた経営戦略等の見直しをしていくとの説明があった。さらに、各種条例の制定・改正・廃止を審
議したほか、指定管理者として係船組合は５年間、商工会や農業協同組合は3年間指定された。

令和６年度の新富町国民健康保険特別会計予算は21億7,404万7千円で前年度比12.04％増。歳入は、予算の71.7%を占
める保険給付費等交付金に県が算定した見込み額のほか一般会計繰越金が計上。歳出予算の70.6%を占める保険給付費及
び25.7%を占める国民健康保険事業費納付金は、医療費の見込額等が計上されたほか、特定健康診査等の費用が計上。国
民健康保険税の負担増とならないよう医療費抑制や早期発見のため、健診未受診者の受診率向上に向け、引き続き努力をお
願いした。令和６年度新富町介護保険特別会計（保険事業勘定）予算は歳入歳出予算それぞれ対前年度比0.27％減の16億
3,500万8千円が計上、新富町後期高齢者医療特別会計予算は対前年度比41.6％増の４億8,972万5千円が計上された。

文教厚生常任委員会での審査

総務産業常任委員会での審査

スマートIC完成イメージ
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令和6年度事業
※主な取り組み事業一覧

国民健康保険特別会計予算　※前年比１２．０４％増
２１億７，４０４万７千円

介護保険特別会計予算（保健事業勘定）予算　※前年比０．２７％減
１６億３，５００万８千円

介護保険特別会計予算（介護サービス事業勘定）予算　※前年比１，１５３万４千円増
１，６９１万７千円

後期高齢者医療特別会計予算　※前年比４．１６％増
４億８，９７２万５千円

土地取得特別会計予算
２億４，７１５万１千円

水道事業会計予算（収益的収入及び支出の予定額）
収入３億１，９５６万円　支出３億１，０４６万８千円

136億 3,736万円 ※対前年比４．４％増
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42%

② 民生費
24%
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⑨ 町債
2%　
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⑪ その他
4%

コミュニティバス
購入事業（継続）

EVバス購入費用 外構工事費

測量設計業務委託 国スポに向けた改修工事

敷地内コンテナ施設整備のための補助金

29，214千円

三納代北地区直売所
建設事業（継続）

3億66，300千円

富田浜緊急避難施設
整備事業（新規）
15，050千円

富田浜公園
改修事業（新規）

１億25，700千円

新富町チャレンジフィールド
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令和6年度特別会計予算を可決

新富町の令和６年度一般会計予算は136億3,736万円で、前年度比4.4%増。歳入では町税等が64億3,692万円で、対前
年度比5.3%増の47.2%を占め、特定財源も 72億4,400万円で増加している。歳入は寄附金の減少を見込み、歳出は義務
的経費、行政経費が増加している。取り組み事業では洪水対策や健康福祉、教育などに予算が計上された。水道事業予算で
は、配水管及び施設改修の費用が計上された。今後、配水管や施設等の耐震化に向け一ツ瀬川営農飲雑用水広域水道企業
団との経営統合も視野に入れた経営戦略等の見直しをしていくとの説明があった。さらに、各種条例の制定・改正・廃止を審
議したほか、指定管理者として係船組合は５年間、商工会や農業協同組合は3年間指定された。

令和６年度の新富町国民健康保険特別会計予算は21億7,404万7千円で前年度比12.04％増。歳入は、予算の71.7%を占
める保険給付費等交付金に県が算定した見込み額のほか一般会計繰越金が計上。歳出予算の70.6%を占める保険給付費及
び25.7%を占める国民健康保険事業費納付金は、医療費の見込額等が計上されたほか、特定健康診査等の費用が計上。国
民健康保険税の負担増とならないよう医療費抑制や早期発見のため、健診未受診者の受診率向上に向け、引き続き努力をお
願いした。令和６年度新富町介護保険特別会計（保険事業勘定）予算は歳入歳出予算それぞれ対前年度比0.27％減の16億
3,500万8千円が計上、新富町後期高齢者医療特別会計予算は対前年度比41.6％増の４億8,972万5千円が計上された。

文教厚生常任委員会での審査

総務産業常任委員会での審査
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組
み



問
 

歩
行
帯
の
一
部
に
側
溝
の
フ

タ
の
無
い
部
分
が
あ
る
。
安
全
確
保

の
た
め
の
フ
タ
の
設
置
の
検
討
は
。

町
長 
通
学
路
部
分
に
フ
タ
の
無

い
側
溝
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
フ
タ
を
設
置
で
き
る
規
格
と

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
早
急
な
対
応

は
難
し
い
。
安
全
確
保
は
重
要
で
あ

る
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

問

 

近
年
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
洋

式
化
が
進
み
、
学
校
で
用
を
足
し
づ

ら
い
児
童
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と

伺
っ
て
い
る
。
小
・
中
学
校
の
ト
イ

レ
洋
式
化
の
計
画
は
。

教
育
長 

各
学
校
の
設
置
割
合
は
、

富
田
小
25
％
、
新
田
小
32
％
、
上
新

田
小
81
％
、
富
田
中
80
％
、
新
田
中

46
％
、
上
新
田
中
67
％
。
計
画
で
は
、

令
和
６
年
度
に
富
田
小
の
ト
イ
レ

12
ヶ
所
の
洋
式
化
を
行
な
い
、
そ
の

後
は
状
況
を
見
な
が
ら
計
画
的
に
増

や
し
て
い
く
。

問

 

洋
式
化
の
遅
れ
に
よ
る
児
童

へ
の
影
響
は
。

教
育
長 

各
学
校
に
確
認
し
て
い

る
が
、
児
童
生
徒
へ
の
影
響
が
あ
っ

た
と
い
う
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

問

 

町
道
越
馬
場
～
野
中
線
は
、

白
線
が
消
え
か
か
っ
て
い
る
。
朝
夕

の
通
学
時
は
、
児
童
が
危
険
な
状
態

で
あ
る
。
白
線
の
引
き
直
し
は
。

町
長 
白
線
の
一
部
消
え
か
か
っ

て
い
る
区
間
が
あ
る
こ
と
は
確
認
し

て
い
る
。
歩
行
者
等
の
安
全
確
保
の

た
め
に
も
早
急
な
対
応
に
努
め
る
。

問

 

Ｓ
！
あ
ぷ
事
業
の
目
的
と
成

果
は
。

町
長 

消
費
喚
起
事
業
と
し
て
、

県
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
補
助
金
、
物
価
高
騰
対
策
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
等
発
行
事
業
費
補
助

金
を
活
用
し
て
８
千
８
２
１
万
円
の

規
模
で
実
施
し
た
。
新
規
来
店
者
の

増
加
、
ク
ー
ポ
ン
券
利
用
に
よ
る
客

単
価
の
増
加
、｢

Ｓ
！
あ
ぷ｣

会
員

数
も
４
万
２
千
人
に
達
し
、
一
定
の

事
業
効
果
が
あ
っ
た
。

問

 

ス
マ
ホ
が
使
え
な
い
高
齢
者

等
へ
の
配
慮
は
。

町
長 

Ｓ
！
あ
ぷ
の
Ｐ
Ｒ
や
様
々

な
機
会
を
通
じ
て
消
費
喚
起
に
努
め

た
。
ま
た
、
75
歳
以
上
の
方
に
一
律

５
，
０
０
０
円
を
配
布
し
、
若
者
と

の
均
衡
を
図
っ
た
。

町
道
越
馬
場
～
野
中
線
の

　
　
　
　
　
　
安
全
対
策
は

「
S
！
あ
ぷ
事
業
に
つ
い
て
」

出
で

口
ぐち

 喜
き

重
じゅう

郎
ろう

議員
教育長

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ

　
　
　
　
　
　
　
洋
式
化
は

令
和
６
年
度

　
　
　

  

富
田
小
か
ら
始
め
る

狭い通学路の危険な側溝

視認しやすいグリーンベルト 完全に消えた白線
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一
般
質
問



保
護
を
求
め
る
女
性
の
支
援
は

民
間
と
連
携
し
、

            

安
全
を
確
保
す
る

松
まつ

浦
うら

 美
み

緒
お

議員
町長

は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
他
、
Ｄ
Ｖ
等

へ
の
対
策
と
し
て
住
民
票
の
閲
覧
禁

止
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
数
件
あ
る
。

問
 

今
後
そ
の
よ
う
な
方
が
い
た

場
合
、
本
町
の
対
応
を
伺
う
。

町
長

 
県
女
性
相
談
所
で
対
応
が

困
難
な
場
合
は
、
本
町
の
女
性
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
も
シ
ェ
ル
タ
ー

を
運
営
し
て
い
る
「
一
般
社
団
法
人

ハ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
宮
崎
」
等
に
委
託
し

た
い
。

問

 

町
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

町
長

 

①
庁
舎
や
学
校
・
体
育
館

等
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
②
公
用
車
・

コ
ミ
ュ
ニ
ティ
バ
ス
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
車

の
導
入
③
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問

 

県
の
現
状
を
伺
う
。

町
長

 

Ｄ
Ｖ
等
の
困
難
を
抱
え
る

女
性
の
支
援
に
関
し
て一般
的
に
本
人

等
か
ら
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
宮

崎
県
女
性
相
談
所
へ
つ
な
ぐ
。
緊
急

保
護
を
要
す
る
場
合
は「一時
保
護
所
」

に
て
お
お
む
ね
２
週
間
ほ
ど
保
護
す

る
。
そ
の
後
、
問
題
の
解
決
が
見
ら

れ
な
い
場
合
は
「
女
性
保
護
施
設
県

立
き
り
し
ま
寮
」
に
お
い
て
引
き
続

き
保
護
を
行
う
。
昨
年
一
時
保
護
と

な
っ
た
件
数
は
実
人
数
で
相
談
者
本

人
が
21
名
、
子
ど
も
等
の
同
伴
者
が

14
名
の
計
35
名
。
そ
の
後
の｢

き
り

し
ま
寮｣

へ
の
入
所
は
０
名
で
あ
る
。

問

 

町
の
現
状
を
伺
う
。

町
長

 

昨
年
度
、
Ｄ
Ｖ
被
害
に
よ

る
相
談
が
１
件
あ
っ
た
。
し
か
し
町

内
の
宿
泊
施
設
の
ご
厚
意
で
避
難
で

き
、
県
女
性
相
談
所
へ
つ
な
ぐ
ま
で
に

製
ゴ
ミ
袋
の
採
用
な
ど
が
あ
る
。

問

 

町
民
・
事
業
者
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

町
長

 

町
民
向
け
に
は
、
食
品
ロ

ス
削
減
や
節
電
対
策
等
に
関
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
や
、
小
中
学

生
に
対
し
て
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
出

前
講
座
等
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

事
業
者
向
け
に
は
、
一例
で
あ
る
が
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
推
進
に
つ
い
て

関
係
者
と
共
に
勉
強
会
等
を
行
な
っ

て
い
る
。

問

 

予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら
１
年

が
経
過
し
た
が
、
利
用
者
の
反
応
は
。

教
育
長 

自
宅
か
ら
予
約
が
で
き
、

支
払
い
も
多
様
化
し
て
い
て
、
利
用

し
や
す
く
な
っ
た
等
の
声
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

問

 

配
布
さ
れ
て
い
る
説
明
資
料
の

記
載
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
時
は
ど

の
よ
う
に
周
知
さ
れ
る
の
か
。

教
育
長 

今
後
精
査
し
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
し
た
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

　
　
　
　
　
宣
言
に
つ
い
て

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て いつでもどこでも簡単予約

導入された EV バスと充電設備
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問

 

諸
先
輩
か
ら
受
け
継
が
れ
た

郷
土
文
化
〈
神
楽
な
ど
〉
の
継
承
は
、

地
域
の
絆
・
融
和
、
郷
土
愛
醸
成
に

意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
が
。

町
長 

神
楽
、
棒
踊
り
な
ど
の
文

化
継
承
の
た
め
に
、
基
金
条
例
制
定

し
た
こ
と
は
覚
悟
の
表
れ
で
あ
る
。

教
育
長 

社
会
形
成
の
要
素
の
一

つ
と
認
識
。｢

子
ど
も
た
ち
が
帰
っ

て
来
た
く
な
る
町｣

に
つ
な
が
る
。

関
係
者
や
関
係
機
関
と
検
証
・
協
議

を
続
け
る
。

問

 

研
究
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長 

上
新
田
公
民
館
移
設
の
他

は
事
業
者
の
事
業
用
地
と
し
て
、
活

用
予
定
で
あ
る
。

問

 

地
域
課
題
、
住
民
ニ
ー
ズ
を

ヒ
ン
ト
に
全
国
的
な
先
進
事
例
で
あ

る
多
世
代
共
生
型
施
設
を
提
案
す

る
。町

長 

こ
れ
ま
で
複
数
の
企
業
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
が
合
意
に
至
っ
て

い
な
い
。
地
域
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

開発が待たれる上新田小学校跡地

新富町の郷土文化

三
み

浦
うら

 千
ち

尋
ひろ

議員
町長

人
口
減
少
へ
の
〝
あ
ら
が
い
〟
は

１
万
５
千
人
確
保
へ

問
 

上
新
田
校
区
は
児
童
数
確
保

が
急
務
。
学
校
教
育
の
特
性
に
よ
る

児
童
生
徒
確
保
の
観
点
か
ら
、
５
ラ

ウ
ン
ド
制
度
や
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
は
極

め
て
有
効
な
手
段
と
考
え
る
が
。

教
育
長 
５
ラ
ウ
ン
ド
推
進
は
現

在
町
長
と
検
討
中
。
地
域
学
習
に
力

を
入
れ
な
が
ら
、
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
は
一
貫
校
と
し
て
グ
ル
ー
プ

作
り
を
考
察
中
で
あ
る
。

問

 

給
付
型
奨
学
金
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長 

現
在
利
用
者
の
声
を
受

け
、
既
存
の
貸
与
型
上
限
を
増
額
。

し
か
し
、
現
在
の
不
安
定
な
社
会
状

況
の
中
、
地
元
居
住
・
就
職
な
ど
条

件
に
、
実
施
可
能
な
給
付
型
奨
学
金

の
調
査
・
検
討
を
重
ね
る
。

問

 

止
ま
ら
な
い
人
口
減
少
。
町

長
の
確
保
し
た
い
人
口
は
。

町
長 

１
万
５
千
人
と
考
え
る
。

問

 

土
地
利
用
計
画
は
、
町
政
・

人
口
対
策
の
一
丁
目
一
番
地
で
は
。

町
長 

都
市
計
画
、
田
園
環
境
整

備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
示
し
、
個
々

の
事
業
化
の
都
度
進
め
る
。

問

｢

特
定
集
落｣

指
定
地
域
の
設

定
は
、
農
振
地
域
の
宅
地
確
保
の
有

効
な
手
段
と
考
え
る
が
。

町
長 

現
行
の
制
度
で
も
高
速
道

路
出
入
口
や
一
定
の
集
落
形
成
し
て

い
る
地
域
に
接
続
す
る
な
ど
、
条
件

に
合
致
の
場
合
は
農
振
除
外
や
農
地

転
用
が
可
能
な
た
め
、
対
象
地
域
を

調
査
研
究
し
現
行
制
度
と
の
整
合
性

を
図
り
検
討
し
た
い
。

上
新
田
小
跡
地
活
用

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

教
育
問
題
に
つ
い
て

郷
土
文
化
継
承
に
つ
い
て
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教
育
大
綱
の
見
直
し
は

民
に
示
す
よ
う
に
努
め
る
。

問
 

コ
ミ
ュ
ニ
ティ
ス
ク
ー
ル
の
運
営

状
況
と
１
年
目
の
評
価
に
つ
い
て
伺

う
。教

育
長 
今
年
度
は
、
各
学
校
で

３
回
程
度
の
協
議
会
を
開
催
し
、
学

校
と
地
域
の
信
頼
関
係
が
深
ま
っ
た
。

し
か
し
、
諸
問
題
に
対
し
て
熟
議
ま

で
至
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
今
後
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

 

平
成
30
年
以
降
、
町
の
教
育

大
綱
が
更
新
さ
れ
て
い
な
い
が
、
見

直
し
し
な
い
の
か
伺
う
。

教
育
長 

現
在
、
令
和
６
年
度
か

ら
８
年
度
に
か
け
て
の
計
画
を
作
成

中
で
、
今
月
内
に
完
成
さ
せ
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

問

 

前
回
は
、
第
５
次
長
期
総
合

計
画
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を
行
な
っ

て
い
る
。
す
で
に
第
６
次
長
期
総
合

計
画
の
公
示
か
ら
２
年
が
経
過
し
て

い
る
が
、
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と

な
っ
た
の
か
伺
う
。

教
育
長 

着
任
時
に
は
既
に
新
た

な
大
綱
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
令
和

２
年
度
に
令
和
５
年
度
ま
で
の
教
育

振
興
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
現
在

作
成
し
て
い
る
の
は
、
令
和
６
年
度

か
ら
８
年
度
ま
で
の
計
画
で
あ
る
。

今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
町

問

 

家
庭
の
事
情
で
解
錠
前
に
登

校
す
る
児
童
の
見
守
り
や
、
消
防
団

に
よ
る
防
災
の
授
業
な
ど
取
り
組
め

な
い
か
。

教
育
長 

貴
重
な
ご
意
見
と
し
て

今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　問

 

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺

う
。教

育
長 
令
和
７
年
度
ま
で
に
地

域
移
行
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
今

年
度
、
検
討
委
員
会
を
立
上
げ
お
り
、

本
町
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問

 ｢

取
り
組
み｣

を
対
価
と
し
た

ユ
ニ
リ
ー
バ
と
の
契
約
で
あ
っ
た
が
、

町
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た

の
か
伺
う
。

町
長

 

ユ
ニ
ス
タ
の
愛
称
で
新
富
町

の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
。
加
え

て
同
社
社
員
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
、

限
定
商
材
売
上
の一部
寄
付
、
ス
タ
ジ

ア
ム
来
場
者
や
町
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

商
品
提
供
な
ど
、
３
年
間
の
累
計
で

１
，
０
０
０
万
円
程
度
に
換
算
さ
れ

る
。

３
月
中
に
策
定

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

部
活
動
の
地
域
移
行

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
契
約
に
つ
い
て

解錠を待つ児童たち

契約満了したユニリーバスタジアム

羽
は

田
た

野
の

 治
おさむ

議員
教育長

 6 7 新富町議会だより

一
般
質
問



住
宅
倒
壊
か
ら
命
を
守
る

　
　
　
　
　
　
減
災
対
策
は

木
造
住
宅
耐
震
化
を
促
す

今
いま

村
むら

 行
ゆき

信
のぶ

議員
町長

問

 

県
内
の
耐
震
化
率
は
84
％
で
、

令
和
７
年
度
末
の
目
標
値
を
90
％
に

設
定
し
て
い
る
。
本
町
の
目
標
値
と

対
応
は
。

町
長

 

耐
震
化
率
の
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
周
知
に
努
め
る
。
目
標
値

90
％
を
目
指
し
て
町
民
へ
耐
震
化
を

促
し
て
い
く
。

問

 

本
町
の
水
道
管
の
耐
震
適
合

率
と
対
応
は
。

町
長

 

基
幹
管
路
に
お
い
て
令
和

４
年
度
末
で
21
・
８
％
で
あ
り
、
老

朽
化
し
た
管
を
耐
震
適
合
管
へ
と
更

新
工
事
を
進
め
る
。

問

 

災
害
時
で
も
、
安
心
な
水
を

供
給
す
る
た
め
の
今
後
の
対
応
は
。

問

 

町
民
の
命
を
守
る
木
造
住
宅

耐
震
化
率
は
。

町
長

 

町
内
の
木
造
戸
建
て
住
宅

は
約
75
％
と
推
計
し
て
い
る
。

問

 

町
の
耐
震
化
へ
の
対
応
は
。

町
長

 

平
成
18
年
度
か
ら
耐
震
診

断
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
耐
震
改
修

の
助
成
を
実
施
。
令
和
２
年
度
か
ら

は
対
象
住
宅
の
所
有
者
に
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
を
送
付
し
、
耐
震
化
を
促
す

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
今
ま
で
に

１
０
５
戸
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
て

い
る
。

問

 

耐
震
診
断
の
経
費
と
自
己
負

担
額
は
ど
の
位
か
。

町
長

 

今
は
、
経
費
が
13
万
６
千

円
で
、
自
己
負
担
は
無
い
の
で
都
市

建
設
課
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

町
長

 

こ
れ
ま
で
主
に
浄
水
場
等

の
水
道
施
設
を
更
新
し
、
耐
震
化
を

進
め
て
き
た
。
今
後
は
、
国
の
補
助

金
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
大
口
径
の

水
道
管
の
更
新
を
進
め
、
水
道
施
設

の
耐
震
化
に
努
め
る
。

問

 

基
地
開
設
以
来
、
様
々
な
態

様
変
更
が
行
わ
れ
、
来
年
度
か
ら
は

Ｆ
35
Ｂ
が
６
機
配
備
さ
れ
順
次
増
強

さ
れ
る
。
令
和
８
年
度
に
は
１
個
目

の
飛
行
体
が
編
成
さ
れ
、
以
降
２
個

目
の
飛
行
隊
の
機
種
更
新
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。
新
田
原
基
地
の
重
要
度

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、町
長
の
認
識
は
。

町
長

 

日
本
国
を
守
る
う
え
で
大

変
重
要
な
基
地
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
大
き
な
負
担
を
受
け
て

い
る
周
辺
住
民
に
対
し
て
、
不
安
解

消
や
理
解
を
得
る
た
め
に
、
安
心
・

安
全
対
策
や
騒
音
対
策
を
含
め
た
基

地
対
策
に
つ
い
て
、
迅
速
な
情
報
提

供
を
は
じ
め
と
し
て
、
丁
寧
な
対
応

と
十
分
な
説
明
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
住
宅
防
音
工
事
の
告
示
後

住
宅
の
防
音
工
事
を
早
急
に
進
め
な

が
ら
、
現
在
よ
り
も
、
よ
り
良
い
条

件
整
備
と
な
る
よ
う
、
国
へ
粘
り
強

く
交
渉
し
て
い
く
。

生
活
に
大
事
な
水
の
確
保
は

新
田
原
基
地
の
重
要
度

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

大切な水

6 機配備予定の F35B
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石
いし

𥔎
ざき

 俊
しゅん

二
じ

議員
町長

分
別
で
き
て
い
な
い

　
　
　
　
　
ゴ
ミ
の
対
策
は

よ
り
周
知
が
行
き
届
く
よ
う
方
法
等

に
つ
い
て
早
急
に
検
討
し
た
い

ボ
ッ
ク
ス
を
管
理
し
て
い
る
地
区
等

で
対
応
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
認
識

し
て
い
る
が
、
ゴ
ミ
の
中
身
な
ど
か

ら
地
区
外
の
方
と
特
定
で
き
る
も
の

に
関
し
て
は
、
担
当
課
が
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
よ

り
周
知
が
行
き
届
く
方
法
等
に
つ
い

て
早
急
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

 

家
庭
ゴ
ミ
の
回
収
に
つ
い
て
、

町
民
ま
た
は
回
収
業
者
か
ら
困
り
ご

と
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
な
い
か
。

ま
た
そ
の
内
容
は
。

町
長 

ゴ
ミ
集
積
ボ
ッ
ク
ス
を
管

理
し
て
い
る
地
区
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
と
し
て
、
最
近
は
特
に
地
区
外
か

ら
の
ゴ
ミ
出
し
に
関
す
る
こ
と
や
、

分
別
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
収
集
さ

れ
な
い
ゴ
ミ
に
関
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

問

 

地
区
の
管
理
に
よ
る
ゴ
ミ
集

積
ボ
ッ
ク
ス
で
は
、
あ
ま
り
見
か
け

な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
、

ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
ゴ
ミ
の

出
し
方
で
非
常
に
困
っ
て
い
る
現
状

が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
ゴ
ミ
の
出
し

方
に
つ
い
て
町
と
し
て
の
対
応
策

は
。町

長 

基
本
的
に
は
、
ゴ
ミ
集
積

問

 

ク
ー
ポ
ン
を
利
用
す
る
事
業

者
の
片
寄
り
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

る
か
。

町
長 

今
回
の
目
的
は
、「
消
費
喚

起
」
を
大
き
く
掲
げ
て
い
る
。
参
加

事
業
者
全
体
に
行
き
渡
ら
せ
る
の
が

一
番
い
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
こ

の
対
策
と
し
て
、
今
後
は
商
工
会
と

議
論
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

ク
ー
ポ
ン
事
業
を
す
る
と
、
必
ず
こ

う
い
っ
た
状
況
に
な
る
と
予
測
さ
れ

る
の
で
、
大
変
難
し
い
問
題
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

問

 

国
が
進
め
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
現
状
と
課
題
は
。

教
育
長 

現
在
、
全
て
の
学
年
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
授
業

に
取
り
組
み
な
が
ら
「
し
ん
と
み
ス

タ
イ
ル
」
を
実
践
し
て
い
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
た
授
業
に
よ
り
、
学
習

意
欲
や
理
解
力
は
も
ち
ろ
ん
、
教
師

の
授
業
力
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
お

り
、
確
実
に
成
果
が
表
れ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、
機
器
の
不
具
合
等

が
発
生
し
た
場
合
に
、
授
業
に
支
障

が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

町
立
学
校
の
現
状
に
つ
い
て

し
ん
と
み
生
活
充
実
ア
プ
リ

「
S
！
あ
ぷ
」
て
に
つ
い
て

未分別ゴミに苦慮する管理者

アプリの進化に期待！
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新富町草地畜産基盤整備事業負担金徴収条例
新富町地域包括支援センター運営基金条例 ほか２件
新富町企業立地促進条例の一部を改正する条例
新富町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
新富町ひとり親の医療費助成に関する条例の一部を改正する条例
新富町火入れに関する条例の一部を改正する条例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ほか１４件　廃止１件

条例制定・改正・廃止（23件）

専決処分の報告（１件）
三納代北地区直売所建設工事請負変更契約の締結について
駐車場の位置変更にともなう既存の擁壁撤去、給水・電気の引き込み位置変更などによる請負額の増加で
４４５万７，４４５円を増額

変更後の契約を ５億４，７８５万７，４４５円で締結

一般会計補正予算（第１３回） ※事業費確定に伴う調整 

既定の総額から２億９，５６５万１千円を減額　総額１４７億７，６２５万４千円
 

 国民健康保険特別会計補正予算（第４回） ※療養諸費、高額医療費による給付増 

既定の予算の総額に９，３５５万３千円を増額　２２億２，６６８万８千円 
 介護保険特別会計予算（保健事業勘定）予算（第４回） ※交付額決定等による調整 

既定の予算の総額から２，９３６万１千円を減額　　１７億１４４万８千円 
 介護保険特別会計予算（介護サービス事業勘定）予算（第４回）  ※事業費確定に伴う調整 

既定の予算の総額に ２７１万１千円を増額　１，２９２万２千円 
 後期高齢者医療特別会計予算（第４回） ※広域連合通知に基づく調整 

　　　規定の予算の総額から２，０６３万２千円を減額　４億５，５０５万８千円 

令和６年新富町議会３月定例会報告②令和６年新富町議会３月定例会報告②
令和５年度補正予算を可決

一般会計予算、特別会計

新
富
町
へ
Ｆ
35
の
整
備
拠
点

を
誘
致
で
き
な
い
か

実
現
性
を
考
慮
し

               

研
究
を
進
め
る

揖
い

斐
び

 兼
かね

久
ひさ

議員
町長

問
 

能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
町

の
対
応
は
。

町
長

 

本
町
職
員
で
旅
行
等
の
た

め
当
該
地
域
に
い
る
可
能
性
が
あ
る

職
員
の
安
否
確
認
を
行
っ
た
。

問

 

新
富
町
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
は
。

町
長

 

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
避
難
行
動
計
画
や
応
急
復

旧
計
画
等
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

 

問

 

来
年
度
以
降
の
防
音
工
事
の

進
展
は
。

町
長

 

国
に
対
し
て
速
や
か
に
防

音
工
事
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
要
望
を

続
け
る
。
国
は
居
室
以
外
の
廊
下
・

台
所
や
併
設
事
務
所
・
店
舗
を
含
め

全
体
で
防
音
工
事
を
進
め
る
た
め
の

調
査
検
討
を
始
め
る
と
聞
い
て
い
る
。

問

 

要
望
活
動
を
継
続
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
そ
の
焦
点
は
。

町
長

 

騒
音
区
域
の
見
直
し
に
関

す
る
調
整
、
安
心
安
全
、
周
辺
自

治
体
の
活
性
化
対
策
等
に
対
す
る
要

望
、
及
び
調
整
交
付
金
の
増
額
等
を

議
会
と
協
力
し
て
実
施
し
た
い
。

問

 

来
年
度
の一ツ
瀬
川
の
樋
門
管

理
は
。

町
長

 

一ツ
瀬
川
に
接
続
し
て
い
る

樋
門
管
理
は
県
が
実
施
す
る
。
鬼
付

女
川
及
び
日
置
川
に
接
続
す
る
樋
門

は
町
が
受
託
す
る
。

問

 

畔
焼
き
に
よ
る
延
焼
事
案
と

今
後
の
対
応
は
。

町
長

 

本
町
で
は
農
業
施
設
や
作

物
へ
の
延
焼
、
山
林
火
災
、
交
通
事

故
な
ど
が
発
生
。
近
隣
市
町
で
は
家

屋
や
工
作
物
へ
の
延
焼
、
人
身
事
故

も
発
生
し
て
い
る
。
今
後
は
適
切
な

人
員
配
置
の
お
願
い
と
、
各
種
注
意

報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
延
期
の
要

請
な
ど
を
東
児
湯
消
防
組
合
と
連
携

し
対
応
す
る
。

問
 

一年
間
の
検
討
の
状
況
は
。

町
長

 
公
共
浄
化
槽
に
取
り
組
ん

で
い
る
県
外
の
自
治
体
の
研
修
を
行

い
導
入
の
手
法
等
、
課
題
に
つ
い
て

情
報
を
得
た
。

問

 

今
後
の
進
め
方
は
。

町
長

 

引
き
続
き
情
報
収
集
に
努

め
町
に
有
益
な
手
法
の
検
討
を
進
め

る
。問

 

12
月
以
降
町
民
に
知
ら
せ
る
べ

き
進
展
は
あ
る
か
。

町
長

 

昨
年
末
に
サ
ン
リ
ブ
株
式
会

社
か
ら
、
ス
ー
パ
ー
運
営
を
希
望
す

る
事
業
者
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
伺
っ
た
。
２
月
末
に
契
約
が
成

立
し
、「
業
務
ス
ー
パ
ー
」
が
５
月
初

旬
に
営
業
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
町

の
賑
わ
い
や
町
民
の
生
活
に
資
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

防
災
危
機
管
理
に
つ
い
て

市
町
村
設
置
型
合
併
浄
化
槽

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

マ
ル
シ
ョ
ク
跡
地
の

　
　
　
　
　
　
　
再
利
用
は

新
田
原
基
地
関
連
に
つ
い
て

被害復旧工事

改築中の業務スーパー
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新富町草地畜産基盤整備事業負担金徴収条例
新富町地域包括支援センター運営基金条例 ほか２件
新富町企業立地促進条例の一部を改正する条例
新富町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
新富町ひとり親の医療費助成に関する条例の一部を改正する条例
新富町火入れに関する条例の一部を改正する条例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ほか１４件　廃止１件

条例制定・改正・廃止（23件）

専決処分の報告（１件）
三納代北地区直売所建設工事請負変更契約の締結について
駐車場の位置変更にともなう既存の擁壁撤去、給水・電気の引き込み位置変更などによる請負額の増加で
４４５万７，４４５円を増額

変更後の契約を ５億４，７８５万７，４４５円で締結

一般会計補正予算（第１３回） ※事業費確定に伴う調整 

既定の総額から２億９，５６５万１千円を減額　総額１４７億７，６２５万４千円
 

 国民健康保険特別会計補正予算（第４回） ※療養諸費、高額医療費による給付増 

既定の予算の総額に９，３５５万３千円を増額　２２億２，６６８万８千円 
 介護保険特別会計予算（保健事業勘定）予算（第４回） ※交付額決定等による調整 

既定の予算の総額から２，９３６万１千円を減額　　１７億１４４万８千円 
 介護保険特別会計予算（介護サービス事業勘定）予算（第４回）  ※事業費確定に伴う調整 

既定の予算の総額に ２７１万１千円を増額　１，２９２万２千円 
 後期高齢者医療特別会計予算（第４回） ※広域連合通知に基づく調整 

　　　規定の予算の総額から２，０６３万２千円を減額　４億５，５０５万８千円 

令和６年新富町議会３月定例会報告②令和６年新富町議会３月定例会報告②
令和５年度補正予算を可決

一般会計予算、特別会計
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令和 6 年度 3 月定例会  議案等の審議結果行政調査報告

基地対策特別委員会

議会広報特別委員会

議会活性化特別委員会

東京都瑞穂町には米軍横田基地が所在しており、米軍基地と
自衛隊基地との違いはあるが、本町と同様に騒音問題等多く
の課題があり、防衛省の交付金事業を活用した多くのハード
事業のほか、「安全安心に暮らせる地域社会の実現」「町立学
校の教育向上に資すること」を目的とした基金を創設し、潤
いと活力を実感できるまちづくりを推進していることの説明
を受け、意見交換を行なった。翌日の防衛省地方協力局との
意見交換では、地域社会協力総括課長から、令和６年度調整
交付金の増額予算確保のほか、私たちが長年要望してきた廊
下・台所等や併設事務所・店舗も含め、住宅の外郭全体で防
音工事を行うための工法の検討調査を実施するなど、これま
でにない前向きな回答を得た。また、十文字地区の用地取得
や２個目のF-35B飛行隊の配備についても、町と協議しなが
ら丁寧に説明等を行うよう対応していくとの回答を得た。

議会では、これまでの「議会報告会」から「議員と語ろう
会」へとシフトした。全国的にもグループワーク形態へと変
化している。今回は、同じような取組みを行っている二つ
の議会を訪問し、意見交換を行なった。志免町議会では、
令和5年度から「議員と語る会」を実施。議員紹介・議会
活動VTR、告知ポスターも作成。議員全員にファシリテー
ター（会議の進行役）研修も実施するなど、参考にしたいと
ころが多くあった。次に太宰府市議会では、参加対象者、
開催曜日、時間帯などの検討を重ねて常に進化した内容
で開催していた。また大学が多く所在しており、学生との意
見交換も活発に行っていたところが印象的であった。両議
会ともに有意義な意見交換ができた。今後の「議員と語ろ
う会」に取り入れていきたいと思う。 

添田町、 宇美町の広報紙は編集期間が定例会終了後約
50日と発行までに長い時間をかけていたが、住民の関
心を高めるため、住民コメントを多く掲載したり、大きな
文字やルビを使うなど幅広い世代を意識した編集を行っ
ていた。編集作業は経験者と2人一組になり、委員全員で
分担し効率化。研修では、テーブルトークで実際の編集工
程を確認しながら意見交換を行い、発行までの流れを体
感できたことは大変有意義であった。YouTube配信は既
存の標準アプリを使用しており、ローコストではあるが、
事務局職員の負担増と既製アプリ活用のため、ネット接
続に関するセキュリティポリシーを考慮する必要がある。

番　号 件　名 結　果

議案第 ５  号 令和５年度新富町一般会計補正予算 可決 全員

議案第 ６  号 令和５年度新富町国民健康保険特別会計補正予算 可決 全員

議案第 ７  号 令和５年度新富町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算 可決 全員

議案第 ８  号 令和５年度新富町後期高齢者医療特別会計補正予算 可決 全員

議案第  9  号 令和５年度新富町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算 可決 全員

議案第 10 号 令和６年度新富町一般会計予算 可決 全員

議案第 11 号 令和６年度新富町国民健康保険特別会計予算 可決 全員

議案第 12 号 令和６年度新富町介護保険特別会計（保険事業勘定）予算 可決 全員

議案第 13 号 令和６年度新富町後期高齢者医療特別会計予算 可決 全員

議案第 14 号 令和６年度西都児湯情報公開・個人情報保護審査会特別会計予算 可決 全員

議案第 15 号 令和６年度新富町土地取得特別会計予算 可決 全員

議案第 16 号 令和６年度新富町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算 可決 全員

議案第 17 号 令和６年度新富町水道事業会計予算 可決 全員

議案第 18 号 新富町地域包括支援センター運営基金条例 可決 全員

議案第 19 号 新富町草地畜産基盤整備事業負担金徴収条例 可決 全員

議案第 20 号 新富町国営一ツ瀬川地区土地改良事業基金条例 可決 全員

議案第 21 号 新富町無形民俗文化財等保存継承事業基金条例 可決 全員

議案第 22 号 町長、副町長及び教育長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 23 号 新富町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 24 号 新富町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 25 号 新富町特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 26 号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 27 号 新富町企業立地促進条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 28 号 新富町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 29 号 新富町ひとり親の医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 30 号 新富町介護保険条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 31 号 新富町介護保険給付費準備基金条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 32 号 新富町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 33 号 
新富町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域
密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例

可決 全員

議案第 34 号 新富町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一
部を改正する条例 可決 全員

議案第 35 号 新富町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 36 号 新富町指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密着型介護予防サービス事業者
の指定に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 37 号 議新富町新型コロナウイルス感染症緊急対策利子補給基金条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 38 号 新富町火入れに関する条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 39 号 新富町水道事業給水条例等の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 40 号 新富町基金条例の廃止に関する条例 可決 全員

議案第 41～49号 財産の無償譲渡について（町内9ヶ所の児童プール） 可決 全員

議案第 50 号 公の施設の指定管理者の指定について（富田浜入江遊漁船係留場） 可決 全員

議案第 51 号 公の施設の指定管理者の指定について（新富町チャレンジショップ） 可決 全員

議案第 52 号 公の施設の指定管理者の指定について（新富町農畜産物直売所） 可決 全員

議案第 53 号 国営造成施設管理体制整備促進事業の事務の委託の廃止に関する協議について 可決 全員

報告第 １  号 専決処分の報告について（令和５年度農山漁村振興交付金 新富町三納代北地区直売所
建設工事請負変更契約の締結について） ー ー
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行政調査報告

基地対策特別委員会

議会広報特別委員会

議会活性化特別委員会

東京都瑞穂町には米軍横田基地が所在しており、米軍基地と
自衛隊基地との違いはあるが、本町と同様に騒音問題等多く
の課題があり、防衛省の交付金事業を活用した多くのハード
事業のほか、「安全安心に暮らせる地域社会の実現」「町立学
校の教育向上に資すること」を目的とした基金を創設し、潤
いと活力を実感できるまちづくりを推進していることの説明
を受け、意見交換を行なった。翌日の防衛省地方協力局との
意見交換では、地域社会協力総括課長から、令和６年度調整
交付金の増額予算確保のほか、私たちが長年要望してきた廊
下・台所等や併設事務所・店舗も含め、住宅の外郭全体で防
音工事を行うための工法の検討調査を実施するなど、これま
でにない前向きな回答を得た。また、十文字地区の用地取得
や２個目のF-35B飛行隊の配備についても、町と協議しなが
ら丁寧に説明等を行うよう対応していくとの回答を得た。

議会では、これまでの「議会報告会」から「議員と語ろう
会」へとシフトした。全国的にもグループワーク形態へと変
化している。今回は、同じような取組みを行っている二つ
の議会を訪問し、意見交換を行なった。志免町議会では、
令和5年度から「議員と語る会」を実施。議員紹介・議会
活動VTR、告知ポスターも作成。議員全員にファシリテー
ター（会議の進行役）研修も実施するなど、参考にしたいと
ころが多くあった。次に太宰府市議会では、参加対象者、
開催曜日、時間帯などの検討を重ねて常に進化した内容
で開催していた。また大学が多く所在しており、学生との意
見交換も活発に行っていたところが印象的であった。両議
会ともに有意義な意見交換ができた。今後の「議員と語ろ
う会」に取り入れていきたいと思う。 

添田町、 宇美町の広報紙は編集期間が定例会終了後約
50日と発行までに長い時間をかけていたが、住民の関
心を高めるため、住民コメントを多く掲載したり、大きな
文字やルビを使うなど幅広い世代を意識した編集を行っ
ていた。編集作業は経験者と2人一組になり、委員全員で
分担し効率化。研修では、テーブルトークで実際の編集工
程を確認しながら意見交換を行い、発行までの流れを体
感できたことは大変有意義であった。YouTube配信は既
存の標準アプリを使用しており、ローコストではあるが、
事務局職員の負担増と既製アプリ活用のため、ネット接
続に関するセキュリティポリシーを考慮する必要がある。
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告
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議会傍聴者アンケート （令和５年度総数４４件）

議員発議 （令和６年３月１５日発議第１号）

アンケートでは、多くの感想や意見などの声が寄せられた。初めて傍聴された方の中には、勉強に
なった次回も傍聴したい、広報では分からない情報を得られ良かった、友達を傍聴に誘いたいなど
前向きな感想が寄せられた。意見としては、議員の質問スキルの向上が必要、ハラスメント等の研
修は行なっているのか、基地問題に対して真摯に取り組んでいるのか、大規模災害等の非常時の備
えは十分なのかといった声が寄せられた。要望として最も多かったのは、議会のネット配信を望む
声であった。現在準備を進めているが、配信を急ぐ必要がある。 

令和５年１２月２６日 新富町総合交流センターきらり大会議室にて

君たちの将来の

夢をきかせて

新富町のいいと

ころは？

「こうしてほしい」って

いうのはないかな？

未来の新富町はどう

なっていてほしい？

夢は戦闘機のパイロット

子ども達に野球を教えたい

海外で働きたい

学校の先生、

イラストレーター、

ダンサー・・・etc

スポーツで活

躍したい

プロ野球選手

になりたい

本を出版したいなあ

〇まずは将来の夢を語り合いました

〇次に新富町を再発見してみました

〇最後にグループごとに意見発表

人柄がよい、住みやすいと思う イベントが多くて楽しいよね

新富駅でＩＣカード

使えないの？

人が多く活気のある町になってほしい

海外と人と交

流できる場所

ができていて

ほしいな

スポーツ施設

の充実、外か

ら多くの人が

来てくれる町

☆アンケートの感想より

ほかの学校の人や議員さんたちと話せる貴重な体験

ができてよかったです。またこのような機会があった

ら参加したいと思いました。とても楽しかったです。

ありがとうございました。

第３回　　　　　　　　を
開催しました
「議員と語ろう会」

今回は、中高生１４名が参加してくれました。貴重なご意見、誠にありがとうございました。

傍聴頻度

２回目
7%

時々
23%

良く行く
18%

無回答
2%

初めて
50%

議会・町政に関心
がある
42%

議案・質問に関心
がある
29%

議員に誘われた
0%

団体・知人に
誘われた
14%

その他
15%

※複数回答

※複数回答

傍聴目的・理由 地域

新田
7%上新田

4%

富田
32%

町外
9%

無回答
48%

議会のどんな情報をしりたいか読みやすさは議会だよりを読みますか

毎回読む
37%

時々読む
25%

あまり読まない
18%

読まない
18%

無回答
2%

読みやすい
30%

まあ読みやすい
48%

少し読みにくい
2%

読みにくい
0%

その他
13%

無回答
7%

議案
21%

一般質問
46%

委員会の活動
19%

定例会の日程
4%

議案の賛否
9%

その他
1%

傍聴に初めて来られた方の多くは研修や誘われたと回答。半数以上の方は議会に対しての関心を示されてい
る。年間を通して傍聴が少ないため、多くの町民に議会を身近に感じてもらえるような取り組みが必要。 

令和６年３月定例会において、｢新富町議会議員政治倫理条例」を定め、ハラスメント
防止規程を制定した。

議会だよりに関しての評価はおおむね良好ではあるが、読まない・あまり読まないと答えた方が36％で、
町民にとって興味や関心のある記事を特集するなど、編集の工夫が必要。
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議会傍聴者アンケート （令和５年度総数４４件）

議員発議 （令和６年３月１５日発議第１号）

アンケートでは、多くの感想や意見などの声が寄せられた。初めて傍聴された方の中には、勉強に
なった次回も傍聴したい、広報では分からない情報を得られ良かった、友達を傍聴に誘いたいなど
前向きな感想が寄せられた。意見としては、議員の質問スキルの向上が必要、ハラスメント等の研
修は行なっているのか、基地問題に対して真摯に取り組んでいるのか、大規模災害等の非常時の備
えは十分なのかといった声が寄せられた。要望として最も多かったのは、議会のネット配信を望む
声であった。現在準備を進めているが、配信を急ぐ必要がある。 

令和５年１２月２６日 新富町総合交流センターきらり大会議室にて

君たちの将来の

夢をきかせて

新富町のいいと

ころは？

「こうしてほしい」って

いうのはないかな？

未来の新富町はどう

なっていてほしい？

夢は戦闘機のパイロット

子ども達に野球を教えたい

海外で働きたい

学校の先生、

イラストレーター、

ダンサー・・・etc

スポーツで活

躍したい

プロ野球選手

になりたい

本を出版したいなあ

〇まずは将来の夢を語り合いました

〇次に新富町を再発見してみました

〇最後にグループごとに意見発表

人柄がよい、住みやすいと思う イベントが多くて楽しいよね

新富駅でＩＣカード

使えないの？

人が多く活気のある町になってほしい

海外と人と交

流できる場所

ができていて

ほしいな

スポーツ施設

の充実、外か

ら多くの人が

来てくれる町

☆アンケートの感想より

ほかの学校の人や議員さんたちと話せる貴重な体験

ができてよかったです。またこのような機会があった

ら参加したいと思いました。とても楽しかったです。

ありがとうございました。

第３回　　　　　　　　を
開催しました
「議員と語ろう会」

今回は、中高生１４名が参加してくれました。貴重なご意見、誠にありがとうございました。

傍聴頻度

２回目
7%

時々
23%

良く行く
18%

無回答
2%

初めて
50%

議会・町政に関心
がある
42%

議案・質問に関心
がある
29%

議員に誘われた
0%

団体・知人に
誘われた
14%

その他
15%

※複数回答

※複数回答

傍聴目的・理由 地域

新田
7%上新田

4%

富田
32%

町外
9%

無回答
48%

議会のどんな情報をしりたいか読みやすさは議会だよりを読みますか

毎回読む
37%

時々読む
25%

あまり読まない
18%

読まない
18%

無回答
2%

読みやすい
30%

まあ読みやすい
48%

少し読みにくい
2%

読みにくい
0%

その他
13%

無回答
7%

議案
21%

一般質問
46%

委員会の活動
19%

定例会の日程
4%

議案の賛否
9%

その他
1%

傍聴に初めて来られた方の多くは研修や誘われたと回答。半数以上の方は議会に対しての関心を示されてい
る。年間を通して傍聴が少ないため、多くの町民に議会を身近に感じてもらえるような取り組みが必要。 

令和６年３月定例会において、｢新富町議会議員政治倫理条例」を定め、ハラスメント
防止規程を制定した。

議会だよりに関しての評価はおおむね良好ではあるが、読まない・あまり読まないと答えた方が36％で、
町民にとって興味や関心のある記事を特集するなど、編集の工夫が必要。
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　　　　　式典の裏側\Pick up/\Pick up/

1 年生は外回りを、2 年生は

会場内を、学校用務員の坂田

さんが手塩にかけて育てた花

で明るく華やかに彩るぞ！

いつも元気で明るい姿が印象的

だった先輩たち、これまでいろい

ろな場面で助けてくれた先輩た

ち、明日で卒業すると思うと寂し

いけど、みんなで明るく元気に送

り出そう！
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３
月
は
中
学
校
と
小
学
校

の
卒
業
式
が
あ
り
ま
し
た
︒

保
護
者
や
先
生
方
︑
地
域
の

人
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と

同
級
生
と
の
色
々
な
思
い
出

を
語
っ
た
卒
業
生
の
答
辞
は

心
温
ま
り
感
動
し
ま
し
た
︒

４
月
に
は
入
学
式
が
あ
り
︑

可
愛
い
一
年
生
が
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を
膨
ら

ま
せ
て
入
っ
て
き
ま
し
た
︒

こ
れ
か
ら
︑
こ
の
子
た
ち
が
︑

多
く
の
事
を
体
験
し
︑
多
く

の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る

環
境
を
︑
地
域
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
︑
創
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
︒
３

月
議
会
で
６
年
度
予
算
を
議

決
し
ま
し
た
︒
新
富
町
が
一

歩
一
歩
前
進
す
る
た
め
の
予

算
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
︒
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● 表紙 ｢令和５年度卒業証書授与式 ｣
●  定例会報告①（令和６年度予算）
● 一般質問（７人が登壇）
● 定例会報告②（令和５年度補正予算）
● 議案等の審議結果
● 行政調査報告
● 特集：議員と語ろう会
● ピックアップ（式典の裏側）
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